
ほけんだより 
 残暑の中、休み明けすぐのテストや、２年生は EC那須、連合行事の参加など、 

９～１０月も学校や区の行事が盛りだくさんです。実りある日々にしていきまし 

ょう。これから「秋バテ」 などという体調不良も起こりやすいので注意です。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年９月６日 

稲付中学校 

保 健 室 

 

 

【１３日（金）脊柱側弯検診（せき

ちゅうそくわんけんしん）があります】 

 

１年生と２・３年生の対象者に脊柱側

弯検診があります。１年生は体育着登

校、２・３年生でお知らせをもらった生

徒は体育着を忘れずに持ってきてくだ

さい。 

 

脊柱側弯症は、背骨がねじれるように

曲がってしまい、病状が進むと、腰痛や

背痛が起きたり、内臓にも影響を及ぼす

病気です。 

 原因は明らかではありませんが、生活

習慣や生活環境も要因としてあるので

はないかとも言われています。 

 早期発見と早期治療をし、進行を防ぐ

ことを目的として行われている検診で

す。 

脊柱側弯検診をきっかけにして、背骨や姿勢を意識してほしいのですが、みなさんは自分の「足」に注

目したことはありますか？全身を支える土台である足も、骨格や体の疲れに健康に大きく影響しています。 

「足育（あしいく）」という言葉があります。足（今回は足首から下）、爪、靴、靴下の知識や役割を正

しく知ることが大事です。 

足のトラブルとして、「土ふまずがない（偏平足）」「浮き指（指が地面から浮いている）」「足指の変形」

「外反母趾」などが言われています。 

足育の中でもよく取り上げられるのは「土ふまず」です。土ふまずは地面からの衝撃を吸収する役割を

担っているため、土ふまずがないと、ダイレクトに衝撃を受けて、疲れやすい体になるそうです。また、

足の内側に力がかかり、ひざが内側にねじれてしまうため、骨盤が倒れて猫背につながり 

将来の腰痛やひざ痛のリスクにもなります。病院で靴のインソールを作るという治療法も 

あります。自分の足にあった靴選びも大切です。 

 しっかり歩くこと、足の指を広げたり、曲げたり、良く動かすこと、足の指を使って物 

をつかんでみることも健康な足づくりにつながるそうです。  



 

 

地震や台風など、自然災害を耳にしたり、体感したりすることが増えてきています。２年生は１３日

に防災学校も行われます。「自分だけは大丈夫」ではなく「いつかは自分の身に起きるかもしれない」「命

を優先する行動をとる」という意識を持つようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連絡＊夏休み前にお渡しする予定だった「定期健康診断の記録」を個人配布しました。ご確認ください。 

 

 

 

 

 

①昇降口（保健室前） 

②２階武道場前 

③５階プール入口 

＜災害伝言ダイヤルについて＞ 

先日の集会で生活指導主任の先生から紹介がありました。 

災害が起きた時に、周りと連絡が取れなくなった場合、 

連絡を取り合う伝言のツールとして使うものです。 

電話番号「１７１」をかけ、３０秒のみメッセージを 

残すことができます。ただ、何を残せば良いのか、慌てて 

いると大事な内容が残せないこともあるので、右にある頭 

文字の内容で伝えると良いそうです。 

聞きたい＆伝えたい相手の電話（携帯）番号も必要になるので、番号をメモしておくことも大事です。 

「あ」 あなたの名前 

「い」 今どこにいるか 

「た」 誰と一緒か 

「い」 痛いところはないか（ケガの様子） 

「よ」 予告（今後の行動） 

 

稲付中の AEDのある場所 

３ヶ所、答えられますか？ 


